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研究シーズ概要 

超音波を利用した超指向性スピーカ（パラメトリ

ックスピーカ）と従来のサラウンドスピーカを組み

合わせた次世代サラウンドシステムによる音像ホロ

グラフィに関する技術である。具体的には、右図の

ように、複数のパラメトリックスピーカと従来のサ

ラウンドスピーカを用いて、音像ホログラム（見え

ない音源）を空中に構築する。3D 映画や VR ヘッド

セットでは映像が空中に飛び出す表現が可能である

が、本技術では、見えない音源が空中に飛び出す表 

現が可能となる。これにより、これまでにない VR、AR体験を提供できる。 

進捗状況 着想・構想段階      基礎研究段階      実証段階 

連携研究の 

範囲・方法 

◆音に関する研究シーズを企業あるいは自治体のニーズに合わせて提供し、共同研

究もしくは委託研究の形式で問題解決を解決する、あるいは共同研究によって新商

品を開発し、それに伴う特許出願を共同で行う。 

◆委託研究の形式で音に関する調査、試験、実験等を請け負う。 

◆音の計測、出力、設計に関する技術指導、もしくは技術講習会を行う。 

用途・効果 

・市場 

音に関する市場は非常に大きく、音のバーチャルリアリティは QOLを高める上で

非常に重要である。また、ヘッドホンを用いない小規模かつ頑健な音像ホログラフ

ィ技術は世界的に見ても存在しないため、次世代サラウンド技術として、その市場

規模は非常に大きい。本技術は特許を出願済みであり、展示会での出展も行ってい

る。 

研究者の 

業績等 

◆ パラメトリックスピーカ及び信号処理装置，特許出願番号：2018-188872. 

◆ 音響システム，特許出願番号：2018-134077. 

◆ 音響システム、及びこれに用いる媒質収容具、並びに、音響信号の再生方法，

特許出願番号 2016-03126，特許公開番号：2017-152792. 

◆パラメトリックスピーカ、信号処理装置、及び信号処理プログラム，特許出願番

号：2015-215898，特許公開番号：2017-92531. 

[5] 音響空間設定方法、パラメトリックスピーカおよび音響システム，特許出願番

号：2013-197599，特許公開番号：2015-65540. 
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移動する音像のホログラム
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